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研究成果の概要（和文）： WikipediaやFacebookなどのソーシャルメディアを対象として，ユーザの投稿行動により生
じる履歴や，投稿行動の動機分析を主な目的とする．Wikipediaの編集履歴において，バージョン集合の派生や手戻り
をバージョン間に含まれる曲共通文字列を用いて，正確に再構築するアルゴリズムを開発した．またユーザの投稿行動
について，投稿の動機を質問票により調査し，新たな友人を獲得する動機，および既存の友人と交流する動機などのモ
デルを構築した．さらにユーザプロファイルや投稿量などの指標から，投稿動機を高精度で推測できることを示した．

研究成果の概要（英文）：We investigate analysis of contents posted by users of SNSs, and users’ 
motivations on SNS posting. From Wikipedia edit histories, we developed an efficient and accurate 
algorithm to reconstruct version histories, which can indicate how branches of versions were happened, 
for illustrating the process of the evolution of articles. We asked Facebook users about their 
motivations on their postings, and developed a purpose model that can classify into major purposes, 
including interaction between new online friends and interaction with known friends, and then discovered 
predictors of these purposes from users’ profiles and metrics on posting behaviors.

研究分野： 社会情報学
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１． 研究開始当初の背景 
 Wikipedia や Facebook に代表されるソ

ーシャルメディアは大規模かつ高速な情報

共有を行うインフラを通して，多数のユー

ザがコンテンツやコメントの投稿を行なう

双方向のユーザ参加型メディアである．本

研究はソーシャルメディアの先導的応用の

観点から技術開発を行う.  
 
２．研究の目的 
代表的な知識蓄積型ソーシャルメディア

である Wikipedia は，ユーザの投稿に基づ

く巨大な百科事典であるとともに，リンク

関係やカテゴリ，infobox など計算機利用

が容易な構造的データを含み，知識ベース

として抽出され検索サービスに活用される

など，データグラフとしての応用が進んで

いる．一方，Wikipedia には，各記事の過

去のバージョンが編集履歴として蓄積・公

開されているため，時系列データとしても

利用できる．研究テーマのひとつとして，

文脈および時間の両面を考慮した新たな情

報抽出技術の開発と，その応用展開を行う． 
 
(1)ソーシャルコンテンツの派生過程マイ

ニング  ユーザのコンテンツ編集にお

いて，派生によりバージョン集合が生じて

いるコンテンツの派生関係を正確に再構築

し，派生時期の推定や最新性・成熟度の評

価等への応用を行う． 

(2)ソーシャルメディアにおけるプライバ

シーマネジメント  

 ユーザの目的にあったプライバシー情報

のマネジメントという観点から，大規模な

マイニングを用いて適切なプライバシーポ

リシーを推薦する手法の開発を行う． 
 
３．研究の方法 
 

代表的なユーザ参加型ソーシャルメディ

アである Wikipedia には，百科事典の項目

として投稿された膨大な記事に加え，各記

事の過去のバージョンが編集履歴として蓄

積・公開されている．しかし Wikipedia の

編集履歴は，バージョンの投稿者と日付，

注釈等の基本情報のみからなり，編集者は

差分を繰り返し求めて依存関係を把握する

必要があった．バージョンが直前のものか

ら作成されたのか，あるいは手戻りや統合

が起きたのかといった依存関係・意味的関

係を表すバージョングラフの再構成が必要

であるが，(a)従来の文書の差分アルゴリズ

ムは２つの文書間であるためバージョング

ラフの再構成には計算コストがかかりすぎ

ること，(b)単に編集距離が最短のものを親

バージョンとしても正しい結果が得られず，

また人間にとって理解の難しい不自然な差

分を生成するという問題点がある．これま

で編集履歴の可視化や，編集過程での協調

行動の分析，編集回数等を用いた記事の品

質評価などの研究があるが，いずれも正確

なバージョングラフに基づいていない． 

一方，ソーシャルメディアは多数のユー

ザの投稿で成立しているが，ユーザがどの

ような目的や動機で投稿を行っているかの

推定は，コンテンツ推薦やユーザ推薦，広

告，サービスの改良等の幅広い応用がある．

しかし，ユーザが自身のプロファイル情報

や投稿を公開することは，プライバシー上

のリスクがある．近年は不用意な情報の公

開にユーザは慎重になってはいるが，ある

程度の情報公開を行わないと相手に認知さ

れ共感してもらう機会が減るといった不利

益がある．ユーザはリスクと利益のバラン

スを考慮して投稿行動を行っていると考え

られるが，ソーシャルメディアの形式や利

用形態は日々変化しており，ユーザの投稿

行動も変化を続けていると考えられ，投稿

の動機分析を継続的に行うことにより，ソ

ーシャルメディアに対するユーザの態度の

変化を定量的に特徴づけられると考えられ

る． 



 
４．研究成果 

（１）バージョングラフの再構築アルゴリ

ズム  

バージョングラフを正確に再構築し，さ

らに記事の分割や統合といった抽象度の高

い依存関係を推定する方法を開発した．バ

ージョンの範囲において変更されていない

極大の部分文字列を supergram と呼び，

supergram に基づいてバージョングラフ

を構築する方法を提案した．評価実験によ

り既存の手法よりも提案手法で良い精度が

得られることが分かった．さらにバージョ

ングラフを可視化し，共同編集作業の状況

を容易に把握できる応用システムの開発を

行った（APWeb14 の best demo を受賞）． 
 
（２）フレーズラベリング手法 

 記事中のパラグラフなどの構造単位を代

表する重要なフレーズを抽出することは，

索引構築や要約といった応用に加え，知識

の構造化という観点からも重要である．フ

レーズマイニングの手法として，Jiawei 

Han らの FP-growth をベースにしたもの

が知られているが，タイトルやアブストラ

クトといった比較的短い文章を対象にして

いる短所がある．本テーマでは Wikipedia

の記事のような，長文や多数のパラグラフ

を持つ文章を対象としたフレーズラベリ

ング手法を開発した．全く同じフレーズが

複数個所に出現するとは考えにくく，編集

履歴において派生関係にあるフレーズ集合，

あるいは記事間で同一のトピックを述べて

いるフレーズ集合の中から，代表するフレ

ーズを選ぶ戦略を採用し，汎用性の高いフ

レーズを抽出して知識の構造化に役立てる． 

有用なフレーズの評価関数を洗い出し，そ

れらの組み合わせにより，最適なフレーズ

を生成する手法を設計した．もともと記事

に与えられている節タイトルに対し，意味

的な近さでフレーズの品質を評価する方法

を開発した． 

（３） 実体リンキング  

 固有名詞(人名・地名等)を抽出し，対応す

る実体を記述する記事等に，曖昧性を解消

した上でリンクする実体リンキング問題に

ついて，近年はデータグラフを利用して精

度を向上する研究が活発に行われている．

また関連した問題に一般名詞やハッシュタ

グの曖昧性解消問題があり， Wikipedia

の曖昧性回避ページを用いた多義性の解消

方法を発表している(APWeb15)． 

 

（４） Wikipedia リストの要素帰属問題  

Wikipedia には同じテーマの記事を列

挙したリストが記事として登録されてお

り，例えば東京の高層ビル，日本の超高

層建築物，東京のタワー，日本の超高層

建築物といった多様で類似した複数のリ

ストが存在する．与えられた記事が含ま

れるべき最も適切なリストを判定する問

題の解法を求めた． 
 
（５） ソーシャルメディアの参加動機モ
デルとその推定手法 
ソーシャルメディアにおいて既知の友人

との交流する動機（内向的動機），ソーシャ

ルメディアであらたな友人を得る動機（外

向的動機），内向的・外向的とは関連のない

動機（中立的動機）の３つからなるユーザ

の動機モデルを提案した．そしてユーザの

プロファイル属性（性別，年齢，誕生日等），

情報公開度（顔写真，居住地域，学歴，職

業等の公開の有無），活動度（友人数，投稿

写真の数，音楽，映画，本などへのリンク

数等）からなる外部から観測可能な因子が

これらの動機と関連するという仮説を設定

した． Facebook のユーザ約 250 名へのア

ンケート調査結果に対する統計的分析で検

証を行い，３つの動機それぞれと有意に関

連のある観測可能因子を同定し，F1 スコア

が最高 0.78 となる予測モデルが構築でき



る こ と を 報 告 し た (J.Computers in 

Human Behavior)． 
（６）公開コンテンツの投稿意図モデル  
投稿を公開する意図の分類モデルとして，

何らかの宣伝意図があるか，ある場合はミ

ュージシャンや商品販売といったビジネス

宣伝があるか，あるいは単に自身の生活や

意見の宣伝を意図しているという分類が考

えられる．また宣伝意図のない場合はニュ

ースや他者の投稿を拡散するという意図が

挙げられる．このよう投稿公開の意図分類

のモデルに対し，予測因子となり得る，外

部から観測可能な項目を，Facebook の公

開グループでの投稿の分析を通して同定を

行った． 
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